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漁政 FISHING POLITICS 
 
漁業用燃油等の安定的な確保を求める 
緊急漁業代表者会議 

 

4月8日（水）、全漁連主催による「漁業用燃油等の安定的な確保を求める緊急漁業代表者会議」が 

東京都千代田区の都道府県会館で開催され、全国の漁連および県漁協の代表者が参加し、本会からも 

是澤喜幸代表理事会長が出席した。 

本集会にあたっては、今般のイラン情勢により、漁業用燃油価格が急激に上昇していることから、 

国による対策の継続・強化を求めるため開催されたものであり、冒頭、主催者である全漁連坂本会長 

挨拶のあと、来賓として、自民党の鈴木俊一議員、浜田靖一議員の挨拶があり、その後、水産庁の藤 

田長官による状況説明が行われた。 

本集会の最後に、全漁連内田専務が「漁業用燃油等の安定的な確保を求める緊急決議（案）」を読 

   み上げ、満場一致で採択された。 

  

    

挨拶を行う全漁連の坂本会長 
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漁政 FISHING POLITICS 

ALPS 処理水の海洋放出に伴う影響を乗り越えるため

の漁業者支援事業 実務者説明会 
宮崎県漁連は 4月 1４日（火）宮崎県水産会館 4階第１研修室において、実務者説明会を開催した。 

説明会は(一社)漁業経営安定化推進協会が WEB にて全国を対象に説明をおこなった。 

 

内容 第２期の実施状況報告（中間報告）、概算払、様式等の追加・変更点、その他 
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漁政 FISHING POLITICS 

浜の活力再生プラン 優良事例 

児湯地区地域水産業再生委員会が受賞 
2026 年 3月 11 日、水産庁主催「浜の活力再生プラン全国推進会議」が開催され、2025 年度の優良事例が紹介 

された。本県から「全国漁業協同組合連合会長賞」を受賞した児湯地区地域水産業再生委員会（代表：俵伸二 JF

川南町組合長）が取り組んだ JF 都農町、JF川南町の取組みが紹介された。 

また、当日は優良事例表彰式が併せて行われ、全漁連会長より表彰状の授与を受けた。 

 

児湯地区地域水産業再生委員会の取組みについて下記でご覧いただけます。 

https://hama-p.jp/_wp/wp-content/uploads/2026/03/04dae7138518c8e3d1009be5babe14d3.pdf 
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漁政 FISHING POLITICS 

2026 年 3月末漁業生産統計（属人）  上段 数量：トン 下段 金額：千円 
漁業種類名 

 

漁協名 

かつお 

一本釣 

まぐろ 

はえ縄 
まき網 ひき縄 

底びき

網 

船びき

網 
定置 養殖 その他 合計 

北浦 
  7,379  22  157 0 5 7,564 

  855,444  15,183  82,755 43 11,612 965,037 

島浦町 
 102 149 9   72 133 2 466 

 113,507 15,657 5,493   40,730 152,620 1,395 329,401 

延岡 
   2 5 33   1 41 

   868 2,196 10,670   10,658 24,393 

延岡市 
19   0 5 28 276 1 6 335 

12,094   51 2,421 11,835 144,251 813 7,690 179,155 

庵川 
22 180  0 14 0 46 30 9 301 

13,601 167,047  52 8,480 0 31,117 21,387 7,376 249,060 

門川 
 26  1 9 19   8 63 

 26,655  603 3,613 7,788   12,857 51,516 

日向市 
96 964  1  2 199 6 6 1,275 

62,653 938,660  322  5,551 83,490 8,041 13,585 1,112,302 

都農町 
 115  2     5 123 

 97,024  1,691     4,813 103,528 

川南町 
 806  31     26 863 

 811,788  23,018     25,505 860,311 

一ツ瀬 
   1 3    8 12 

   1,181 1,019    7,537 9,737 

檍浜 
   2     5 7 

   2,487     6,457 8,944 

宮崎 
 125    62   16 203 

 111,533    16,337   18,044 145,913 

宮崎市 
 33 771 8  8 73  5 898 

 35,505 81,272 6,965 169 1,375 46,990  4,707 176,982 

日南市 
247 475  20   36  29 807 

150,729 342,755  15,910   26,021  28,221 563,636 

南郷 
734 309  18   410  20 1,491 

362,591 151,656  16,989   169,816  24,106 725,159 

外浦 
218 76     61  1 356 

95,448 42,296     37,439  1,214 176,396 

串間市東 
 27  8   423  40 498 

 27,547  9,452   173,164  24,802 234,965 

串間市 
   2 2 4 1 2,706 2 2,716 

   2,576 1,915 8,172 425 1,720,867 5,812 1,739,768 

合計数量 1,336 3,238 8,299 103 59 156 1,755 2,876 195 18,017 

〃  金額 697,116 2,865,972 952,373 87,659 34,997 61,728 836,197 1,903,771 216,391 7,656,204 

（魚価） 522 885 115 849 589 397 477 662 1,107 425 

前年数量 1,661 3,548 7,042 110 70 333 1,225 2,562 228 16,778 

〃  金額 834,785 2,663,185 814,773 108,706 36,529 112,165 585,986 1,702,394 219,860 7,078,382 

（魚価） 503 751 116 992 523 337 478 664 966 422 

数量増減 -325 -310 1,257 -6 -10 -178 530 314 -32 1,239 

〃対比（%） -19.6 -8.8 17.9 -5.8 -15.0 -53.3 43.3 12.2 -14.2 7.4 

金額増減 -137,669 202,787 137,600 -21,047 -1,532 -50,437 250,211 201,376 -3,469 577,822 

〃対比（%） -16.5 7.6 16.9 -19.4 -4.2 -45.0 42.7 11.8 -1.6 8.2 

魚価増減 19 135 -1 -143 66 60 -2 -2 141 3 

〃対比（%） 3.8 17.9 -0.8 -14.4 12.7 17.9 -0.4 -0.4 14.6 0.7 

端数処理の関係で下一桁が合わない場合があります。 
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漁連情報 FISHERIES CO-OPERATIVE 

2026 年度 JF グループ新人職員研修会 
４月８日（水）～１０日（金）にかけて、JF全漁連主催による JF グループ新人職員研修会が WEB で開催され、本

会より２名の職員が参加した。 

JF グループとしての新人職員の心構えや必要な知識、技能の習得を図ることを目的に毎年開催されており、各研

修内容ごとに、講師より説明が行われた。 

詳細は以下の通り。 

■研修内容 

研修①「社会人になったら知っておきたいこと～就業規則・社会保険ほか～」 

研修②「コンプライアンスの基本～日常・職場で気を付けること～」 

研修③「JF グループとは」 

研修④「協同組合とは、漁協（JF）とは」 

研修⑤「ビジネス基礎研修」 

研修⑥「沿岸漁業における「新たな資源管理」と「海洋環境変化」について」 

研修⑦「浜の活力再生に向けた取組について」 

研修⑧「水産物消費の現状とプライドフィッシュプロジェクト及び輸出拡大に向けた取組」 

研修⑨「JF 共済事業とは」 

研修⑩「漁業共済と積立ぷらす」 

 

役員候補者推薦委員選出協議会 
 漁連は、本年度、任期満了に伴う役員改選に伴い、４月２８日（火）に水産会館５階大研修室において役員候補者

推薦委員選出協議会を開催した。 

 協議の結果、推薦委員が決定され、５月２２日（金）開催の役員候補者推薦会議にて、役員候補者を推薦すること

となった。 

詳細は以下の通り。 

■協議事項 

（１）役員候補者推薦委員の選出について 
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水産試験場 FISHERIES EXPERIMENT 

環境 DNA を用いたビンナガ来遊予測技術の実践 

－経営流通部－ 

はじめに 

環境 DNA とは、環境（環境となる海水や底質など）に

存在する生物由来の DNA のことで、これを分析すること

で、そこに存在する生物情報等を把握することができま

す。漁業調査船みやざき丸では、洋上での環境 DNA 分析

が可能であり、この技術を活用したかつお・まぐろ漁業

の漁場探索に取組んでいます。 

昨年の水産宮崎 790号では、近海かつお一本釣漁業を

対象とした環境DNAによるビンナガの漁場来遊把握の技

術開発について紹介しました。カツオと並び近海かつお

一本釣漁業が主要な漁獲ターゲットとするビンナガの

来遊を、環境 DNA で捉える手法を開発する取組になりま

す（図 1：ビンナガ漁場来遊把握の調査イメージ）。今回

はその後の実践として、ビンナガ回遊ルートの予測手段

の構築や、令和 7 年度に漁業調査船みやざき丸で行った

実際の調査について紹介させていただきます。 

 

ビンナガの回遊ルート予測 

上記のビンナガ漁場来遊把握の調査イメージを実行に移すために、まず必要となったのがビンナガの回遊ルート

の予測になります。ビンナガは日本近海から遠くハワイ沖海域まで、太平洋を広く東西に回遊することが知られて

いますが、日本近海での詳細な回遊ルートは解っておりません。そこで、水温構造とまぐろはえ縄漁業の操業位置

の 2つのアプローチにより、回遊ルートを予測する方法を考えました。 

（１）水温構造による回遊ルート予測 

水温構造により回遊ルート予測するためのヒントとなったのは、2023 年の近海かつお一本釣でのビンナガ操業で

生じた特異的な漁場形成です。通常年ではビンナガの回遊により漁場は東西広範囲に広がりますが、このときの漁

場範囲は非常に狭く集中していました。これは、ビンナガが同じ海域に留まっていたことを示しますが、その原因

として、当時の漁場海域の水温構造が理由と考えられました。日本近海でビンナガが高い割合で生息する好適な水

温は 18.5～19.5℃であることが知られていますが、漁場位置でこの好適水温帯が形成していた水深 100 m の水温図

を見ると、好適水温の海域が巾着状に形成し、周囲を低い水温が取り囲んでいたことが、ビンナガが移動できなか

った理由と考えられました。また、その後、期間の経過とともに、巾着状海域が開放するにつれて、漁場位置も外側

に移っていく状況が確認されました (図 2)。これにより、特定水深の水温構造でビンナガの行動を説明することが

できることがわかり、言い換えれば、水温構造によりビンナガの回遊するルートを予測できる可能性が考えられま

した。 

  

図 1 ビンナガ漁場来遊把握の調査イメージ 
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水産試験場 FISHERIES EXPERIMENT 

図 2 水深 100 m の水温構造と漁場位置の推移 

 

（２）ビンナガ回遊位置のまぐろはえ縄漁業漁場位置からの推測 

まぐろはえ縄漁業の漁獲データから予測する方法を考えました。ビンナガは 1 月頃より日本近海に現れますが、

当初漁獲対象とするのはまぐろはえ縄漁業になります。そこで、まぐろはえ縄の漁獲位置より、ビンナガの行動予

測を試みました。 

1 月上旬～4 月上旬のまぐろはえ縄漁業の漁獲位置の分布状況を、1 月から 2 月上旬までの前半と 2 月中旬から 4

月上旬の後半に分けると、前半は小笠原海嶺や九州パラオ海嶺縁辺の南北に分布が集中している状況が、後半は四

国海盆を中心とした分布に変化する状況が確認され、それぞれを海嶺分布パターン及び海盆分布パターンと名づけ

ました (図 3)。さらに海盆分布パターンを 10 日ごとに分解すると、四国海盆全体に散在する状況が、徐々に黒潮海

流沿いに集中する変化がみられました。これは、海域移動する前に群れを集約しながら移動ルートとなる海流上に

集中している状況が想定されます。つまり、この時期の分布状況を端緒として、水深 100 ｍの好適水温帯や海流上

がその後の移動ルートとなり、ビンナガの回遊ルートを予測できる可能性が示唆されました。 

 

図 3 水深 100 m の水温構造と漁場位置の推移 

 

環境 DNA によるビンナガ来遊調査の実践 

（１）調査ラインの設定 

これまでの予測の考え方を総合し、2025 年に実際に行った回遊ルートの予測と、調査ラインの設定を説明します。

予測したのは 5 月上旬頃、房総半島沖で散発的にカツオ混じりのビンナガが漁獲され、まさにビンナガの本格的な

漁期が始まりそうな状況でした。付近の海域の水温状況から、主群がいるエリアを想定し、好適水温且つ海流沿い

から回遊ルートを予測し、効果的に魚群が捕捉できる合流点付近に調査ラインを設定しました(図 4)。 
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水産試験場 FISHERIES EXPERIMENT 

（２）調査の結果と漁場形成 

調査の結果、調査ラインよりビンナガ DNA を検出

し、即日ビンナガの移動先の海域を予測して、関係漁

船に情報提供しました。翌日からは予測した海域付

近に好漁場が形成され、以降 1 週間だけでも、ビン

ナガが814 t、3億円を超える水揚げとなりました(図

4)。 

ここまでの説明だと、我々の調査情報により豊漁

に繋がった様に聞こえるかもしれません。しかし、実

際の漁獲は、周辺海域での情報に反応した漁船が、調

査と同日に好漁場を発見したことをきっかけに開始

しており、我々の情報は参考程度の利用に留まった

ものと考えています。一方で、本調査で提示した想定

海域は実際の好漁場と隣接した同じ潮上に位置して

おり、発生した時期も一致したことから、予測としてほぼ的中していたと考えています。つまり、調査手法の裏付け

が得られる結果になったとともに、タイミング次第では非常に有益な情報にもなり得たと考えられます。さらに、

これまでの漁場探索とは全く異なる方法を用いて、同様の結果にたどり着けたことにも、大きな将来性を見いだす

ことができました。 

 

環境 DNA 調査の課題と展望 

今回、環境 DNA による実践的な漁場調査としては初めての試みとなりましたが、ビンナガ DNA を捉えることに成

功するとともに、実際の漁場形成による検証結果も得ることができました。残念ながら、直接的な操業への貢献に

は至りませんでしたが、今後、本調査の成果により、かつお一本釣船のスムーズな漁場転換が実現され、不要な探索

経費の節減、ビンナガ漁獲機会の損失を防ぐことが可能になると考えています。さらに、その効果は、かつお一本釣

漁業の効率的な経営を実現し、持続的な操業を構築できるものと考えています。 

また、今回の手法は全国でもみやざき丸にしかできない、極めて先進的な調査手法と言えます。他の魚種や漁業

種類への活用、或いは資源調査等への応用等、様々な発展性も考えることが可能です。調査のタイミングや精度、外

洋域でターゲットとなる環境 DNA を検出する難しさ、また、調査結果に対する理解の醸成等、まだまだ課題は残さ

れておりますが、技術の向上や関係する方々への説明等により、貢献度の高い調査となるよう進めていきたいと考

えています。 

図 4 調査ラインの設定と結果及びその後の漁場形成位置 
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関係機関  RELATED ORGANIZATION 

4月の動き（漁連関係） 
１日、２日 決算監事会計検査 

２日 宮崎県旋網漁業組合第２回役員会 

8 日 漁業用燃油等の安定的な確保を求める緊急漁業代表者会議 

１４日 県一漁協合併に係る組合長会議 

１４日 ALPS 処理水の海洋放出に伴う影響を乗り越えるための漁業者支援事業 実務者説明会 

２８日 役員候補者推薦委員選出協議会 

 


